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解説書
お薦め度

天文学のみならず自然科学の研究成果が以前よ
りも頻繁に報道されているように感じる．これは，
国内外の研究者による活発な研究活動の結果であ
ることはもちろんであろうが，研究成果の社会へ
の発表が，以前よりも強く求められていることも
関係しているのだろう．少し前であれば専門誌を
読まなければ知り得なかったであろう最新の科学
研究成果が，新聞やテレビという身近なメディア
から知ることができることはたいへんうれしいし，
大型装置や新技術を駆使して行われている科学研
究が少し身近なものになったようにも感じる．
しかしそうして「太陽の黒点活動の変調」や

「銀河中心の巨大ブラックホール」，さらには
「ヒッグス粒子の発見」といった謎めいた言葉は
何となく覚えても，それが何を意味しているのか
実はよくわからないということが少なくない．も
ちろん今どきインターネットで検索すれば，研究
者自身によって作成された研究成果解説が見つか
るだろうが，専門家の解説は必ずしもわかりやす
くなく途方に暮れたりもする．もちろん研究者
は，専門的な研究成果を「正確で詳しく」かつ
「わかりやすく」解説しようと最大限の努力をし
ているのだろうが，その両立はなかなか簡単では
ないことは想像できる．なにしろ最先端の研究な
のだから，完全な理解は難解な理論を理解した者
のみが得られるのかもしれない．
とはいえ，完全な理解ではないにしろ最新の科
学成果に興味をもってその意味を理解したいと思
うのは人の健全な願望である．少年少女が自然科
学を志す原動力でもあるだろう．子供に「ヒッグ
ス粒子って何？」と聞かれて「大学にいって素粒
子物理学を勉強しなさい」と答えるのは正論では
あるが，子供は大学にいく前に興味を失うであろ
う．そこで最近の科学の進展について，適度にわ
かりやすく適度に詳しい解説書があったら良いな
と思うわけである．そういう要望に応えるのが本

書である．
この本は最近話題になった宇宙に関係する発見
や，2013年に起きると予想されている天体現象
や新たな観測装置によって期待される発見につい
ての解説書である．取り上げられている話題は非
常に幅広く「ヒッグス粒子の発見の兆候」に始ま
り，太陽，太陽系惑星，太陽系外惑星，天の川銀
河，系外銀河，遠方銀河，宇宙膨張と多岐にわた
る．太陽系外惑星分野は近年観測が急速に発展し
ているが，東京工業大学の井田　茂教授のインタ
ビューにより最近の進展が詳しく解説されてい
る．それぞれの項目に2ページほど費やし，豊富
な図版もあり視覚的にもわかりやすい構成になっ
ている．研究成果の解説には，ところどころ専門
用語も用いられており小中学生にはやや難解かも
しれない．その一方，太陽系，恒星，銀河系，宇
宙論については基礎的な解説があり，天文学の初
歩的な事項を学ぶこともできるようになってい
る．特に監修者の専門分野である宇宙論とブラッ
クホールについては詳しく解説されている．また
これまでの研究成果の解説に加え，これから期待
される発見についての項目もあるが，そこでは重
力波検出器「KAGRA」やすばる望遠鏡に搭載さ
れる広視野主焦点カメラ「Hyper Suprime Cam」
が紹介されていて，監修者のこれら装置に対する
期待の高さが感じられる．
これ一冊で最新の研究成果の意味を完全に理解

できるかと言われると，それはさすがに難しいと
言わざるえないのであるが，豊富な図による説明
もあり概要は理解できるのではないかと思われる．
研究者自身が研究発表で使っている図もいくつか
掲載されており，最先端の研究の雰囲気を感じる
ことができる．最近の宇宙科学に関する多くの話
題が適度にわかりやすく適度に詳しく解説されて
おり，概要を理解したい人にお薦めの一冊である．
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